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新入生説明会を行いました                       

 ２月９日（金）に新入生説明会を行いました。来年度、三隅中学校に入学予定の６年生と
保護者の皆さんに参加していただき、有意義な説明会ができました。後半では授業見学や校
舎案内、部活動見学等も行いました。新入生説明会に併せて、浜田警察署生活安全課より
「社会のルールを守りましょう」という内容で、今後気を付けて生活してほしいことについ
て、話をしていただきました。また、説明会では６年生が目を輝かせながら説明を聞いてい
る姿が、とても印象的でした。不安なことも多くあると思いますが、楽しみな部分も多くあ

るのだと感じました。これも、今の中学生の姿を見て、そう思えるのではないかと思いま
す。中学生の皆さんは、６年生の良い手本となれるよう、これからも学校生活を充実したも
のにしていきましょう。  
新入生説明会の様子   授業見学・校舎案内 
 
 
 
 
 
 
 

ジョブカフェ inみすみちゅう～２年生キャリア教育  
２月８日（木）、２年生を対象にキャリア教育の一環として「ジョブカフェ in みすみち

ゅう」を行いました。浜田市教育委員会、西部県民センターに協力していただき、地域の企
業として、マルハマ食品（株）、ケーピー（株）、（株）松永牧場、（株）浜田コンピュー
タシステム、（社福）浜田福祉会（美川苑）、（株）サンクラフト、の６企業に参加してい
ただき、仕事の内容ややりがい、仕事に取り組む姿勢など話をしていただき、生徒もそれぞ
れが質問などをしました。どの企業も地域に貢献しておられ、どこかで私たちの生活と繋が
っていることがわかり、今後社会の担い手となる中学生にとって、地域で頑張っておられる
方々の話を聞くことで将来の自分を考える良い機会となりました。中学生にこのような機会
を与えてくださいました関係者の皆さんありがとうございました。 
 ジョブカフェ（企業説明会）の様子 

 
 

 

 
 
 



 1年生車いすバスケ体験 
２月１４日（水）、浜田市社会福祉協議会、三光スイーパーズ（益田市車椅子バスケット

ボールチーム）より、５名の方々をお招きして、車いすバスケットボールの体験を行いまし
た。講師の方々からは、競技用の車いすの基本的な操作の仕方や
車いすバスケットボールのルールについて一つ一つ丁寧に教えて
いただきました。車いすに乗ることや操作すること、乗って競技
することが初めての生徒ばかりで難しさも感じていましたが、と
ても学びの多い時間となりました。最後に、実際に車いすに乗っ
てゲームをしました。講師の質問にとても楽しかったと手を挙げ
る生徒がたくさんいました。これを機に障がいのある方や障がい
者スポーツについてますます理解を深めてほしいと思います。 
 
お弁当の日 
２月１３日（火）、今年度２回目のお弁当の日を１、２年生で行いました。生徒は、それ

ぞれが考えた献立で、お家でお弁当を作ってきました。前日から準備した人もいれば、朝、
普段よりも早起きをして作ってきた人もいたようです。赤、黄、
緑と食材の彩りや栄養価を考え、とても美味しそうなお弁当を持
ってきました。中にはキャラ弁に挑戦した人もいました。主菜は
から揚げやハンバーグ、卵焼き、ウインナーといったところでし
ょうか。副菜の野菜はブロッコリーやミニトマト、ほうれん草な
どが入っていました。作ってきたお弁当を一人一人、写真に収め
ましたが、紹介できないのが残念です。 
 

教育アンケートより 
タイムマネジメントについて、生徒の肯定群

52.5％、保護者の肯定群 59.6％、教職員の肯定
群 81.3％でした。昨年度に比べ生徒で約 11％の
減、保護者で約 7％の増となりました。学年が上
がるにつれて自分の時間の使い方を考えて計画的
に過ごしていることが生徒アンケートからうかが
えました。保護者アンケートからも保護者の目に
は予定を立てて計画的に過ごせるようになってきていると映っているようでした。三隅中学
校区で行っている小中連携教育アンケート（R6.1 月実施）からも 62.8％がタイムマネジ
メントについて、自分が立てた計画通りできたと回答しています。できなかったと答えた生
徒（37.2％）の理由は、「テレビ・ゲームをしていた。」が約 80％で、そのうち 2 時間以
上していた生徒が約 90％いました。中学生全体では、約 27％の生徒が 2 時間以上してい
たことになります。家庭生活の見直しをして計画的に過ごしている生徒の数に対して、家庭
学習の時間が「学年×10+α」を満たす生徒が大変少なかったことも課題です。宿題のバラ
ンスや課題の量を学校が調整することに加え、ご家庭でも学習時間の確保について声がけ等
のご協力をよろしくお願いします。 
 ふるさと教育の推進について、生徒の肯定群
43.6％、保護者の肯定群 79.8％、教職員の肯定
群 100％でした。１年生は地域に出向いて職業
や地域の課題について、２年生は防災自治課やま
ちづくりセンターなどと協働して防災について、
３年生は地域の企業に出かけての職場体験学習
と、地域の教育資源を活用し、発達段階に応じた学習を行いました。地域に出かけたり地域
の人と顔見知りになったりしたことで地域の行事等にボランティアとして参加する生徒も増
えてきました。今後は、活動することだけでなく、課題を発見し、それを解決するためのア
クションを起こせるようになることが望まれます。ご家庭からもボランティア活動への参加
を促していただけるとお子様の世界がますます広がると思います。 
 

石正美術館美術クラブ（仮称）の開設 
 美術部の募集停止、廃部に伴い、子どもたちの絵を描く場所と機会を提供しようと、来年
度から石正美術館で美術クラブを開設することを計画されています。月に２回程度、土曜日
の午前中を開催日として活動する予定です。募集につきましては、募集チラシを年度末に配
布し、４月中にとりまとめを行い、５月からの活動開始をめざされています。 
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